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株式会社△△製作所

製造本部 物流グループ

輸出管理者 山田 太郎

該 非 確 認 書

拝啓 貴社ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

さて、弊社より貴社に納入させていただきます下記の製品（「本製品」）について、本製品が外国為替及び外

国貿易法並びに輸出貿易管理令に定める規制対象貨物に該当するか否かの判定結果を下記の通りご連絡申し上

げます。

本製品を輸出される場合には、輸出貿易管理令別表第１の１〜15項及び同令別表第２に掲げる項目の該非再確

認と同令別表第１の16項（キャッチオール規制）に係る用途・需要者確認、インフォーム要件などの判定を、

貴社においても実施していただき、関係法令に従った適法な輸出手続をおとりいただきますようお願い申し上

げます。

なお、下記判定結果は、弊社が本信発信日時点において確認した内容であること、ご了承下さいますようお願

い申し上げます。

敬具

記

製品名 ○○装置（型式：ABC-123）

内 容 ○○の製造・加工に使用する装置

判定項目 判定結果 根拠法令・判定根拠

リスト規制

（輸出令別表第1

1〜15項）

対象外

輸出令別表第1の1〜15項を確認。本製品の○○値は○○（規制値：○○未満）であ

り、○の項（○）の規制要件を満たさないため非該当。

参照：CISTECパラメータシート（○○分野）2026年2月版

キャッチオール規制

（輸出令別表第1

16項）

該当
仕向地がグループA国以外のため規制対象。

輸出に際しては用途確認・需要者確認・インフォーム要件の確認が必要。

米国EAR

（再輸出規制）
対象外

本製品の製造において米国原産品・技術・ソフトウェアを使用していないため、EAR

の適用対象外。

・本判定結果は弊社が本信発信日時点の法令に基づき確認した内容です。法令改正により判定結果が変わる場合があります

。

・本書はリスト規制の該非判定結果を示すものであり、輸出が適法であることを保証するものではありません。

・キャッチオール規制（16項）の最終判断は輸出者（貴社）が行ってください。

※本書は参考例です。実際の判定は最新の法令に基づき輸出者の責任で行ってください。

以 上


